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第
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松
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議
会
定
例
会
開
会
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▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

個
人
町
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ（
扶
養
親
族
一
人
に
つ

き
加
算
す
る
額
を
四
万
円
引
き
上

げ
）の
実
施
、
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
に
係
る
個
人
町
民
税
の

課
税
の
特
例
の
期
間
延
長
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
制
度
創
設

に
伴
う
手
数
料
の
規
定
な
ど
。

・
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

霊
柩
車
・
墓
地
使
用
料
の
基
金

へ
の
積
み
立
て
十
四
万
八
千
円
の

増
額
補
正
。

平
成
十
三
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
の
木
曽
川
右
岸

流
域
下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
の

確
定
に
伴
う
百
十
九
万
七
千
円
の

増
額
補
正
。

▽
笠
松
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

第
二
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
か
れ
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
ほ
か
、
平
成
十
四

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
三
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

七
月
二
十
日
に
任
期
満
了
と
な

る
宮
崎
貴
氏（
米
野
五
五
三
番
地
）

を
引
き
続
き
委
員
と
し
て
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

七
月
二
十
四
日
に
任
期
満
了
と

な
る
横
井
孝
之
氏
の
後
任
委
員
と

し
て
尾
関
幸
司
氏（
川
島
町
河
田

町
二
四
五
番
地
一
）を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
葬
儀
自
動
車
購
入
基
金
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

預
金
保
険
法
お
よ
び
農
水
産
業

協
同
組
合
貯
金
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
万
一
の
際
に
預
金
債

権
と
地
方
債
債
務
を
相
殺
す
る
た

め
葬
儀
自
動
車
購
入
基
金
ほ
か
十

一
の
基
金
条
例
に
目
的
外
の
取
崩

し
に
関
す
る
条
文
を
追
加
す
る
な

ど
規
定
整
備
を
す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設

置
に
関
す
る
条
例
及
び
笠
松
町
体

育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

笠
松
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の

松
枝
小
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
移

行
、
お
よ
び
松
枝
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
体
育
施
設
へ
の
移
行
に
伴

い
、
所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も

の
で
、
七
月
か
ら
改
修
さ
れ
九
月

か
ら
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
松

枝
小
学
校
の
体
育
館
と
し
て
松
枝

小
学
校
屋
内
運
動
場
は
「
南
体
育

館
」
と
い
う
名
称
の
体
育
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▽
笠
松
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

法
等
の
改
廃
に
伴
い
、
条
文
整
理

す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
て
退
職
報
償
金
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

▽
笠
松
町
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基

盤
施
設
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
億
四
百
七
十
九
万
円

契
約
の
相
手
方

中
部
事
務
機

株
式
会
社

庁
舎
お
よ
び
公
共
施
設
に
L
A

N
を
敷
設
し
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

施
設
を
配
備
す
る
も
の
。

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

国
庫
補
助
配
分
枠
拡
大
に
伴
う

前
倒
し
に
よ
る
街
路
事
業
費
八
千

五
百
九
十
五
万
五
千
円
、
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
に

対
応
し
た
備
品
整
備
費
二
千
九
百

十
八
万
円
、
図
書
シ
ス
テ
ム
導
入

に
係
る
経
費
一
千
四
百
七
十
七
万

四
千
円
の
ほ
か
、
保
育
所
施
設
お

よ
び
公
民
館
施
設
改
修
の
経
費
六

百
六
万
八
千
円
、
地
区
集
会
所
改

修
補
助
二
百
三
万
三
千
円
な
ど
総

額
一
億
五
千
六
百
五
十
八
万
九
千

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計

平
成
十
三
年
度
の
事
業
費
精
算

に
伴
い
、
国
・
県
お
よ
び
支
払
基

金
へ
の
返
還
金
六
百
八
十
四
万
七

千
円
お
よ
び
一
般
会
計
繰
出
金
五

千
五
百
八
十
七
万
一
千
円
、
総
額

六
千
二
百
七
十
一
万
八
千
円
増
額

補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計平

成
十
四
年
度
の
人
事
異
動
に

伴
い
総
額
三
百
四
十
六
万
円
増
額

補
正
す
る
も
の
。

（
追
加
議
案
）

▽
笠
松
町
議
会
議
員
定
数
条
例
に
つ

い
て地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
員
定
数
は
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
制
定

で
、
定
数
に
つ
い
て
は
変
更
な
し

で
十
四
人
と
す
る
も
の
。

（
意
見
書
）

▽
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書

な
お
、
有
事
法
制
三
法
案
に
反

対
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

請
願
書
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
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平
成
十
四
年
度
岐
阜
県
市
町
村
保
健
活
動

推
進
協
議
会
表
彰
が
五
月
二
十
二
日
、
健
康

科
学
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
大
橋
房
子
さ
ん

（
田
代
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
橋
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
母
子
保

健
推
進
員
と
な
っ
て
以
来
、
乳
幼
児
健
診
の

受
診
勧
奨
や
、
母
親
へ
の
相
談
・
助
言
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

岐
阜
県
市
町
村
保
健
活
動
推
進
協
議
会
表
彰

大
橋

房
子
さ
ん

「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章

笠
松
町
婦
人
会

60人に交通安全婦人
委嘱状を交付

五
月
二
十
八
日
、
役
場
で
第
二
回
町
財
政
健

全
化
計
画
策
定
委
員
会（
委
員
長
柿
本
国
弘
氏
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
主
な
事
業
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
行
財
政
改
革
を

実
行
し
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み
姿
勢
を
打
ち

出
す
こ
と
」、「
施
設
の
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
使
用
料
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
」、

「
ゴ
ミ
や
老
人
介
護
の
体
制
整
備
な
ど
の
今
後

避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
が
提
起
さ
れ
、
策
定

す
る
計
画
に
網
羅
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
贈
呈
式
が

六
月
二
十
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
笠
松
町
婦
人
会
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
章
は
、
日
常
の
な
か
で
、
心

あ
た
た
ま
る
親
切
を
実
行
し
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
に
心
か
ら
感
謝
し
、
そ

の
行
為
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
贈

町
交
通
安
全
婦
人
の
委
嘱
と
同
連

絡
協
議
会
総
会
が
五
月
三
十
一
日
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
地
域
の
交
通
安
全
の

指
導
や
啓
発
活
動
な
ど
に
ご
協
力
を

総
会
で
は
、
交
通
安
全
教
室
の
開

催
を
中
心
と
し
た
平
成
十
四
年
度
事

業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
羽
島
警
察
署
の
和
田
交

通
課
長
か
ら
、
県
内
お
よ
び
羽
島
署

管
内
で
急
増
し
て
い
る
高
齢
者
や
子

ど
も
の
交
通
事
故
の
状
況
や
事
故
防

止
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
出
席

し
た
皆
さ
ん
は
、
改
め
て
交
通
安
全

に
心
掛
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

呈
さ
れ
る
も
の
で
、今
回
の
受
賞
は
、

同
婦
人
会
が
、
二
十
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
デ
ポ
ジ
ッ
ト
運
動
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
保
全
運
動
で
得
ら
れ
た

資
金
で
、
町
へ
公
共
施
設
巡
回
町
民

お
よ
び
五
月
号
で
お
知
ら
せ
）が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲広江町長から委嘱状を受けとる交通安全婦人
り
、
母
子
保
健
の
向
上
に
多
大
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
回
笠
松
町
財
政
健
全
化
計
画

策
定
委
員
会
開
催

い
た
だ
く
交
通
安
全
婦
人
六
十
人

に
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
の

広
江
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

バ
ス
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
（
一
月
号

▲活発な意見が出された委員会
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広
江
町
長
あ
い
さ
つ

羽
島
郡
四
町
で
は
、
昨
年
七
月
か

ら
合
併
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
明
治
、
昭
和

の
市
町
村
合
併
は
、
国
の
指
導
に
よ

る
合
併
で
あ
り
ま
し
た
。
地
方
分
権

の
実
施
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
果
た
し
て
私
た
ち
は
今

の
ま
ま
で
良
い
の
か
、
合
併
し
た
方

が
良
い
か
を
議
会
や
行
政
の
立
場
を

超
え
て
、
前
向
き
に
、
し
か
も
、
感

情
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
笠
松

町
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
地
域
共

同
体
）が
、
も
っ
と
住
み
良
い
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
合
併

特
例
法
の
期
限
か
ら
考
え
て
合
併
に

つ
い
て
考
え
る
分
岐
点
に
立
っ
て
お

り
、
冷
静
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
結
論
を
出
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
市
町
村
合
併
と
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部

西
村
貢
教
授
の
基
調
講
演（
要
約
）

笠
松
町
は
、
伝
統
が
あ
り
文
化
性

が
高
く
、
自
然
環
境
も
良
く
、
特
に

福
祉
施
策
へ
の
取
り
組
み
が
積
極
的

で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ

の
ま
ま
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
率
直
な
考
え
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
の
財
政
は
、
町
の
税
収
の
み
で
運

営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国

す
。
平
成
の
市
町
村
合
併
は
、
明
治
、

昭
和
の
合
併
と
は
意
味
が
違
い
、
合

併
特
例
法
で
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で

は
、
人
口
四
万
人
以
上
で
市
に
な
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
降
は
、
通
常
の
人
口
五
万
人
以
上

で
市
と
な
り
ま
す
。
市
町
村
合
併
の

手
続
き
期
間
は
、
お
お
む
ね
二
十
二

カ
月
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

て
、
今
年
は
、
決
断
の
時
期
で
あ
り
、

選
択
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。
合
併
問

題
を
先
送
り
す
る
こ
と
は
、
合
併
を

断
念
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併

パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
二
〇
年
、
三
〇

年
や
っ
て
い
け
る
か
を
冷
静
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
合
併
あ

り
き
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
町

を
将
来
ど
ん
な
町
に
し
て
い
き
た
い

か
」
を
基
本
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
手

段
と
し
て
の
合
併
に
つ
い
て
皆
さ
ん

で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
今
、
な
ぜ
合
併
が
必
要
と
さ
れ

る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

・
地
域
問
題
研
究
所

松
村
久
美
秋
調
査
研
究
部
長

・
岐
阜
地
域
振
興
局

平
光
節
夫
振
興
課
長

・
笠
松
町
長

広
江
正
明

・
町
議
会
議
員
代
表

安
達
一
愿
議
員

・
町
商
工
会

後
藤
高
美
青
年
部
長

・
町
広
域
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
る

懇
話
会

小
栗
知
津
子
委
員

安
達

国
の
財
政
悪
化
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
、

合
併
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
十
二
月

郡町村合併問題研究会・郡町村議会議長会の主

催で「市町村合併を考える羽島郡リレーシンポジ

ウム」が、川島町を皮切りに開催され、笠松町で

は5月30日、中央公民館で開催されました。

町では、合併問題について過去数回広報で特集

を組んできましたが、今回は、このシンポジウム

の内容をできるだけ詳しくお伝えします。

�
「
市
町
村
合
併
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
基
調
講
演

を
す
る
西
村
貢
教
授

の
地
方
交
付
税
制
度
で
賄
わ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
、
そ
の
国
の
財
政
は

著
し
く
悪
化
し
て
借
金
財
政
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
て
き
ま

す
の
で
、
今
ま
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
合
併
に

賛
成
、
反
対
で
あ
ろ
う
が
、
克
服
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で



に
議
員
に
よ
る
研
究
会
を
発
足
し

ま
し
た
。
四
月
五
日
に
は
、
四
町

で
合
併
に
関
す
る
合
同
勉
強
会
で

郡
の
合
併
問
題
研
究
会
が
行
っ
た

調
査
、
研
究
結
果
を
聞
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
結
論
は
出
て
お
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
も
と
で
協
議
を

し
て
行
き
、
将
来
よ
か
っ
た
と
い

う
選
択
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

松
村

合
併
が
地
域
住
民
に
ど
の
よ

う
な
経
済
効
果
を
生
み
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
委
託

を
受
け
た
合
併
パ
タ
ー
ン
は
、
羽

島
郡
が
合
併
す
る
対
等
合
併
と
岐

阜
市
、
羽
島
市
、
各
務
原
市
に
編

入
さ
れ
る
吸
収
合
併
で
す
。
合
併

の
原
則
は
過
去
の
実
例
か
ら
、
基

本
的
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
最

高
の
自
治
体
に
、
負
担
は
、
最
低

の
自
治
体
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
行
政
経
費
は
、
市
町
村
合

併
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
運
営
が

可
能
と
な
り
羽
島
郡
で
合
併
し
た

5

▲パネルディスカッションの様子

広
江

競
馬
場
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
な
く
し
て
行
く
と
い
う
話

で
は
な
く
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク（
専

門
家
の
組
織
）が
一
つ
の
案
を
述

べ
て
い
る
だ
け
で
す
。
競
馬
組
合

と
し
て
も
、
経
営
改
善
に
努
め
て

い
ま
す
。
合
併
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
後
十

六
カ
所
で
説※

明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
岐
阜
市
な
ど
の
財
政
資

料
を
持
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
皆
さ
ん
で
議
論
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
合

併
は
、
笠
松
町
民
が
、
主
体
的
に

判
断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
皆
さ
ん

の
将
来
の
た
め
に
冷
静
か
つ
理
論

的
に
話
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
ま
ち
づ
く
り
地
域
懇
談
会
と
し
て

六
月
十
日
よ
り
町
内
十
六
カ
所
で

順
次
開
催
中
。

場
合
、
年
間
約
八
億
円
節
約
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
財
政
支
援
を
約
三
百
六
十
億
円

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ

の
町
で
は
、
で
き
な
い
大
き
な
仕

事
も
合
併
に
よ
り
、
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
可
能
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、J
R
新
駅
整
備
構
想
、

笠
松
競
馬
場
跡
地
の
カ
ル
チ
ャ

ー
パ
ー
ク
構
想
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

小
栗

今
、
何
故
合
併
が
必
要
な

の
か
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
ち

ま
し
た
。
正
直
に
言
っ
て
合
併

反
対
で
し
た
。
理
由
は
、
笠
松

町
の
良
さ
が
な
く
な
る
の
で
は

な
い
の
か
。
私
た
ち
の
意
見
が

反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
市
役
所
が

遠
く
な
り
不
便
に
な
り
、
税
金

も
高
く
な
る
の
で
は
と
、
漠
然

と
し
た
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
笠
松
町
は
、
競
馬
場

の
収
益
が
入
ら
な
い
。
ま
た
、
財

政
が
悪
化
し
て
い
る
と
聞
い
て
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。

今
は
良
く
て
も
二
十
年
、
三
十
年

後
は
ど
う
な
る
の
か
と
大
き
な
決

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
質
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

一
、
合
併
す
る
場
合
、
防
災
行
政

無
線
、
町
民
バ
ス
お
よ
び
街
路

灯
は
、
続
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

二
、
笠
松
町
は
、
文
化
の
高
い
町

と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
文
化

施
設
が
早
く
建
設
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

三
、
私
た
ち
町
民
が
合
併
反
対
と

し
て
決
断
し
た
ら
、
ど
ん
な
問

題
が
出
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

松
村

最
初
の
質
問
で
す
が
、
合
併

協
議
会
で
具
体
的
に
全
て
を
協
議

し
て
、
合
意
を
得
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
二
つ
目
の
文
化
施
設
に
つ
い

て
は
、「
市
町
村
建
設
計
画
」
を

打
ち
出
し
て
お
け
ば
、
十
年
以
内

に
必
ず
建
設
す
る
と
い
う
約
束
に

な
り
ま
す
。

平
光

民
意
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

合
併
前
の
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と

に
、「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し

て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
合
併
に
反
対
し
た
場
合
で

す
が
、
市
町
村
に
よ
っ
て
財
政
が

ど
う
な
る
の
か
を
よ
く
判
断
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

後
藤

私
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
は
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
四
町
が

合
併
す
れ
ば
大
き
な
事
業
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
四
町
合
併
が
一
つ
の
選

択
肢
と
考
え
て
い
ま
す
。
岐
阜
市

と
の
合
併
は
、
現
段
階
で
は
先
送

り
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

会
場
か
ら
の
質
疑

①
競
馬
場
を
な
く
す
よ
う
な
発
言
が

あ
り
ま
す
が
、
町
長
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
た
い
。

②「
合
併
協
議
議
会
」
や
「
地
域
審

議
会
」
に
民
意
が
反
映
さ
れ
る
の

か
。
構
成
メ
ン
バ
ー
に
自
分
た
ち

が
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
合
併
す
る
か
否
か
は
、
住

民
投
票
に
な
る
の
か
、
議
会
が
決

定
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

③
笠
松
町
の
財
政
状
況
や
岐
阜
市
な

ど
の
財
政
状
況
を
も
っ
と
情
報
提

供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
光

合
併
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
合
併
特
例
法
に
書
か
れ
て
お

り
ま
す
。
地
域
審
議
会
の
委
員
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
識
経
験
者
が

上
げ
ら
れ
、
住
民
代
表
と
な
る
の

で
、
民
意
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

▲さまざまな質問や意見が出されました
（コミュニティ消防センターでのまちづく
り地域懇談会の様子）
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平
成
十
一
年
八
月
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
る
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム（
住
基
ネ
ッ
ト
）」
が
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
住
民
票
の
記
載
事
項

と
し
て
、
新
た
に
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
と
い
う
十
一
桁
の
番
号
を
加
え
、
そ
の
コ
ー
ド
を
基
に
、
市

町
村
の
区
域
を
越
え
た
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
の
処
理
や
、
国
や
県
な
ど
の
行
政
機
関
に
対

す
る
本
人
確
認
情
報（
①
氏
名
②
住
所
③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
住
民
票
コ
ー
ド
⑥
付
随
情
報
）の
提
供

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
八
月
中
に
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
を
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

住
基
ネ
ッ
ト
は
い
つ
か
ら
、
ど
ん
な

ふ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
？

平
成
十
四
年
八
月

開
始

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る
本
人

確
認
情
報
の
提
供

国
の
機
関
な
ど
で
、恩
給
や
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
支
給
の
際
、

住
所
や
生
存
な
ど
の
確
認
に
活
用
し

ま
す
。

平
成
十
五
年
八
月

開
始
予
定

市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る

事
務

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

全
国
の
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
住

民
票
の
写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
転
入
転
出
の
特
例
措
置

転
入
転
出
の
手
続
き
が
転
入
先
の

市
町
村
の
窓
口
に
一
度
行
く
だ
け
で

済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

転
入
転
出
、
本
人
確
認
な
ど
に
使

用
で
き
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政

サ
ー
ビ
ス（
内
容
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
）が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◇
実
施
時
期
、
内
容
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
順
次
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
戸
籍
住
民
係

（
内
線
一
二
一
・
一
二
二
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

羽
島
口
腔
保
健
協
議
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
六
月
二
日
、
羽
島
市
民

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
無
料

の
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
相
談
、
虫

歯
予
防
を
P
R
す
る
人
形
劇
な
ど

に
親
子
連
れ
ら
約
千
二
百
人
が
訪

れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、「
歯
の
健

康
優
良
児
」
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

歯
の
健
康
優
良
児
部
門

【
最
優
秀
賞
】

�
笠
松
小
学
校

水
野
喜
量（
下
新
町
）、
竹
田
一

隆
（
緑
町
）、
�
野

栞（
西
金

池
町
）、
田
中
み
ゆ
き（
上
本
町
）

�
松
枝
小
学
校

大
塚
慶
和（
北
及
）、
足
立
康
隆

（
長
池
）、
田
部
麻
実（
長
池
）、

堀

晴
霞（
北
及
）

�
下
羽
栗
小
学
校

松
原

諒（
江
川
）、
横
山
三
四

郎
（
円
城
寺
）、
梶
田
祐
実（
江

川
）、
森
河
原
亜
也（
円
城
寺
）

歯
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

【
優
秀
賞
】

�
笠
松
小
学
校

山
田
里
奈（
柳
原
町
）、
中
島
容

也（
松
栄
町
）、
菅
原
帆
南（
八

幡
町
）

�
松
枝
小
学
校

宮
田
有
理
（
北
及
）、
�
瀬
み

ゆ（
北
及
）、
道
家
志
帆
（
門
間
）

�
下
羽
栗
小
学
校

横
山
三
四
郎（
円
城
寺
）、
梶
田

祐
実（
江
川
）、
福
井
亜
希（
中

野
）

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

【
優
秀
賞
】

鳥
谷
天
洋
美（
長
池
）、
大
神
静

子（
円
城
寺
）、
奥
田
茂
子（
門

間
）

【
奨
励
賞
】

塩
原
む
つ
き（
無
動
寺
）、
松
原

峯
子（
無
動
寺
）、
森
鈴
子（
無

動
寺
）、
田
島
こ
の（
無
動
寺
）

引越しの忙しい

時に2回も役所へ

行くのは大変ね

住民基本台帳カードを持っているかたは、窓口に行くのが転入時の1回で済みます！

住基ネットで、
どこでも住民
票の写しがと
れます！

住民票の写しを

とるために、仕

事を休まなくち

ゃならないわ
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笠
松
小
の
四
年
生
五
十
九
人
が
五

月
二
十
一
日
、
港
町
地
内
の
木
曽
川

で
稚
ア
ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。

稚
ア
ユ
の
放
流
は
、
毎
年
五
月
中

旬
に
木
曽
川
・
長
良
川
下
流
漁
業
協
同
組
合
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
三
年
前
か
ら
笠
松
小
の
児
童
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
は
、
漁
協
の
か
た
か
ら
バ
ケ
ツ
に
分
け
ら

れ
た
体
長
八
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
ア
ユ
を
受
け
取
る
と
、

手
で
触
れ
た
り
し
な
が
ら
「
か
わ
い
い
」
と
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
岸
に
並
ん
で
一
斉
に
稚

ア
ユ
を
放
流
。元
気
に
泳
ぐ
ア
ユ
を
み
て「
元
気
で
ね
」、

「
大
き
く
育
っ
て
ね
」
と
手
を
振
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

今
回
、
放
流
し
た
ア
ユ
は
約
一
万
五
千
匹
で
、
漁
協

の
か
た
に
よ
る
と
ほ
か
に
も
ウ
ナ
ギ
や
ナ
マ
ズ
も
放
流

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

で
は
、
四
人
の
生
徒
が
入
所
者
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
ペ
ー
パ
ー
ブ
ッ
ク
の

組
み
立
て
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
「
福
祉
関
係
の
仕
事

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
将
来
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
」、「
二
日
間
、
ず

っ
と
同
じ
作
業
な
の
で
大
変
だ
け

ど
、
障
害
者
の
か
た
た
ち
と
仲
良
く

な
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

笠
松
中
二
年
生
の
生
徒
た
ち
が

五
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
二

日
間
、
製
造
業
や
小
売
業
な
ど
三

十
五
の
事
業
所
で
「
職
場
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
働
く
体
験
を
通
し
て
、

そ
の
喜
び
や
苦
労
を
味
わ
い
、
労

働
の
尊
さ
を
学
び
と
り
、
将
来
の

進
路
選
択
の
参
考
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
同
校
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所

ゴ
ル
フ
競
技
で
は
、
参
加
者
千
百
八

十
八
人
中
、
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

�
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
芝
広
場

青
会
場

準
優
勝

浅
野

良
夫

白
会
場

準
優
勝

近
藤

益
夫

赤
会
場

三

位

岸
田

光
慶

�
陸
上
競
技
場

黄
会
場

準
優
勝

堀
江

良
昌

白
会
場

準
優
勝

堀

ヨ
シ
エ

青
会
場

三

位

太
田

岩
雄

平
成
十
四
年
度
県
健
康
福
祉
祭
が

五
月
二
十
八
日
、
県
メ
モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
健
康
増
進
と
交
流

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

当
日
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

の
十
三
種
目
に
、
県
下
六
十
歳
以
上

の
男
女
愛
好
者
、
約
三
千
人
が
一
堂

に
集
い
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
汗
を
流

し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
競
技
に
百

五
十
人
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

町
・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共

催
の
「
春
季
老
人
余
技
作
品
展
」

が
五
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
高
齢
者
の
自
由
時
間

を
利
用
し
た
書
、
絵
画
、
写
真
を

は
じ
め
ち
ぎ
り
絵
や
手
作
り
人
形

な
ど
の
作
品
二
百
点
あ
ま
り
が
展

示
さ
れ
、
立
派
な
作
品
を
見
に
、

期
間
中
、
大
勢
の
人
び
と
が
訪
れ

ま
し
た
。

「
元
気
で
ね
」、「
大
き
く
育
っ
て
ね
」

笠
松
小
四
年
生
、
稚
ア
ユ
を
放
流

労
働
か
ら
学
ぼ
う

笠
松
中
職
場
体
験

岐
阜
県
健
康
福
祉
祭
を
開
催

▲入所者たちといっしょに作業する笠松中の生徒（中央）

�
多
く
の
か
た
が
訪
れ
た
会
場

�
ア
ユ
を
放
流
す
る
児
童
た
ち

力
作
が
ず
ら
り

春
季
老
人
余
枝
作
品
展
を
開
催

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）
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ジョン＝デイビットソンさん
1973年生まれ　オーストラリア　メルボルン出身

昨年10月、日本人女性と結婚

昨年4月からALT（外国語指導助手）として、町内の保育所、小・中学校で英語を教えている

写
真
の
青
年
は
、
広
報
か
さ
ま
つ
六

月
号
の
表
紙
の
写
真
で
小
学
生
に
英
語

を
教
え
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

ソ
ン
さ
ん
で
す
。
先
日
、
役
場
に
来
て

い
た
ジ
ョ
ン
さ
ん
と
話
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
に
来
て
、何
年
に
な
り
ま
す
か
。

「
五
年
に
な
り
ま
す
。」

生
活
習
慣
の
違
い
に
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
日
本
語

だ
け
で
な
く
文
化
も
勉
強
し
て
い
ま
し

た
か
ら
。」

話
の
途
中
、
彼
の
右
手
薬
指
に
指
輪

を
見
つ
け
話
を
向
け
る
と
、

「
去
年
の
十
月
に
結
婚
し
ま
し
た（
日
本

の
か
た
で
、
美
人
）。
新
婚
旅
行
は
プ

ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
、
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
ョ
ン
さ
ん
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
使
わ
れ
て
い

る
独
特
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
教
わ
り

ま
し
た
。「
ギ
、
デ
イ
」
と
い
い
「
こ

ん
に
ち
は
」と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

ジ
ョ
ン
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、「
ギ
、

デ
イ
」と
呼
び
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
笑
顔
で
返
事
を
し
て
く
れ

ま
す
。

（こんに
ちは）

ファイン
ダー

ファイン
ダー
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当
町
関
係
分

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
一
般
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
ク
ラ
ブ

（
一
般
女
子
の
部
）

優

勝

L
E
E
S

C
L
U
B

（
家
庭
婦
人
の
部
）

優

勝

笠
松
金
曜
ク
ラ
ブ

三

位

松
枝
ク
ラ
ブ

▼
軟
式
野
球

（
一
般
男
子
の
部
）

準
優
勝

オ
ス
カ
ー

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
一
般
男
子
の
部
）

三

位

春
日
・
東
陽
・
常
盤
町

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
一
般
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
ク
ラ
ブ

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

準
優
勝

加
藤

勝

三

位

森

敏
朗

▼
テ
ニ
ス

（
一
般
男
子
の
部
）

優

勝

松
枝
塾

三

位

ミ
ン
ク
ス
T
C
A

（
一
般
女
子
の
部
）

準
優
勝

ミ
ン
ク
ス
T
C
A

三

位

ミ
ン
ク
ス
T
C
B

（
壮
年
の
部
）

三

位

ミ
ン
ク
ス
T
C
A

〃

ミ
ン
ク
ス
T
C
B

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

準
優
勝

円
城
寺
B

三

位

米
野
B

▼
柔
道

（
有
段
の
部
）

三

位

栗
本

寿
久

〃

中
村

考
志

▼
卓
球

（
団
体
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
卓
球
ク
ラ
ブ

（
団
体
女
子
の
部
）

三

位

笠
松
卓
球
ク
ラ
ブ

（
個
人
女
子
の
部
）

三

位

仙
石

有
美

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
団
体
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
A

三

位

笠
松
B

（
ダ
ブ
ル
ス
の
部
）

優

勝

明
利
美
穂
・
浅
川
梨
香

組

準
優
勝

陣
内

純
・
井
川
智
詞

組

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

（
一
般
男
子
の
部
）

優

勝

笠
松
ク
ラ
ブ

▼
一
般
男
子
の
部

優

勝

堀

省
一
郎

準
優
勝

杉
山

雅
郁

三

位

牧

陽
一
郎

▼
一
般
女
子
の
部

優

勝

高
橋
か
ず
枝

準
優
勝

勅
使
川
原
久
貴
子

三

位

川
島
ひ
ろ
え

▼
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優

勝

高
橋
三
千
雄

準
優
勝

甲
斐

福
一

三

位

安
岡

武
夫

▼
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優

勝

小
川

幸

準
優
勝

古
川

栄
子

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

大
池
町
睦
チ
ー
ム
A

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

森
田
チ
ー
ム

▼
C
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

笠
松
町
P
・
C
チ
ー
ム

▼
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

大
池
町
睦
チ
ー
ム
Ｅ

▼
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

笠
松
町
P
・
G
チ
ー
ム

▼
F
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

大
池
町
睦
チ
ー
ム
C

▼
G
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

落
合
チ
ー
ム

優

勝

金
森
み
さ
ゑ

準
優
勝

野
田

澄
子

三

位

岸
田

光
慶

▼
小
学
生
低
学
年
の
部

優

勝

加
藤

綾
悟

準
優
勝

下
島

健
司

三

位

千
村

舞
衣

〃

尾
関

祐
紀

▼
小
学
生
高
学
年
の
部

優

勝

寺
嶋
清
詞
朗

準
優
勝

古
田

裕
靖

三

位

加
藤

工
貴

〃

森
瀬

元
太

▼
中
学
生
男
子
の
部

優

勝

樋
口

拓
真

準
優
勝

林

謙
仁

三

位

長
瀬

優
大

〃

松
原

寿

▼
中
学
生
女
子
の
部

優

勝

亀
水

千
鶴

準
優
勝

亀
水

優
子

三

位

古
田

麻
名

〃

中
島
加
南
子

▼
一
般
の
部

優

勝

高
木

良

準
優
勝

グ
レ
ゴ
リ
ー
・ロ
ビ
ン
ソ
ン

三

位

長
谷
部
裕
一

〃

服
部

圭
吾

▼
混
成
の
部

優

勝

春
日
・
東
陽
・
常
盤
町

▼
女
子
の
部

優

勝

円
城
寺

準
優
勝

宮
川
町

三

位

田
代
中

〃

田
代
西

〔
郡
体
育
協
会
主
催
〕

羽
島
郡
総
合
体
育
大
会

五
月
二
十
六
日（
日
）

笠
松
町
多
目
的
運
動
場
ほ
か

町
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

六
月
二
日（
日
）

笠
松
中
学
校
運
動
場

町
民
グ
ウ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

六
月
十
六
日（
日
）

笠
松
中
学
校
運
動
場

町
民
剣
道
大
会

六
月
十
六
日（
日
）

町
民
体
育
館

〔
町
体
育
協
会
主
催
〕

町
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

五
月
十
九
日（
日
）

ト
ン
ボ
天
国
芝
広
場

町
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

六
月
十
六
日（
日
）

町
民
体
育
館

（敬称略）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
東
海
四
県
大
会
が
五
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
両

日
、
愛
知
県
一
宮
市
営
競
技
場
で
七
百
六
十
四
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
金

森
み
さ
ゑ
さ
ん（
松
栄
町
）が
青
ゾ
ー
ン
会
場
・
女
子
の
部
で
見
事
四
位
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
東
海
四
県
大
会

金
森
さ
ん

四
位
入
賞
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住民課保険年金係 内線127

障 害 基 礎 年 金
障害基礎年金は、国民年金の加入者が病気やケガがもとで障害の状態（1級・2級）になったときに受けら
れます。20歳前の障害で障害者になったかたは、20歳になったときから受けられます。

※ただし、18歳到達年度の末日までにある子、または、障害等級が1級、2級の障害の状態にある20歳未
満の子があるとき。

障害基礎年金の受給者によって生計を維持されている子があるときは、子の加算額がプラスされます。

1級障害　100万5,300円
2級障害　 80万4,200円

①20歳前に身体障害者になったかたで、20歳に達した日に障害
の状態にあるかた。

※支給開始は20歳になったときからです。
②国民年金に加入中に初診日がある病気やケガで、一定の障害
の状態になったかた。

③国民年金に加入していたかたで日本国内に住所のある60歳か
ら65歳になるまでの間に初診日があり、障害の状態になった
かた。

※ただし、②と③のいずれかの場合は、初診日前の加入期間の
うち3分の2以上保険料を納めているか免除を受けているこ
とが必要です（平成18年4月1日以前に初診日がある場合は、
初診日前の1年間に保険料の未納がなければ受けられます）。

受給資格のあるかたは

障害基礎年金の年金額

子の数
1人
2人
3人

基本の額
1,005,300円
1,005,300円
1,005,300円

加算の額
231,400円
462,800円
539,900円

加算後の年金額
1,236,700円
1,468,100円
1,545,200円

（1級）

子の数
1人
2人
3人

基本の額
804,200円
804,200円
804,200円

加算の額
231,400円
462,800円
539,900円

加算後の年金額
1,035,600円
1,267,000円
1,344,100円

（2級）

7
月
11
日
�
〜
20
日
�

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
追
放

・
飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な

い
」
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
お
け
る
信
号
無
視
や

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事

故
防
止

・
薄
暮
時
に
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・
夜
の
外
出
に
は
目
立
つ
服
装

で
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

・
運
転
者
・
同
乗
者
は
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
、
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
と
き

は
、
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う
。
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羽
島
郡
広
域
連
合
�
3
8
8
・
1
1
9
5

今
年
も
、
水
が
恋
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
海

や
川
で
水
遊
び
を
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
が
大
き
な
事
故
を
招
き

ま
す
。

水
辺
に
は
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
川
な
ど

へ
泳
ぎ
に
行
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
絶
対
に
泳

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
膝
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
川
で

は
流
れ
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

④
自
分
た
ち
の
上
空
は
晴
天
で
も

上
流
で
は
雨
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
急
な
増
水
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
雨
の
後
は
、
川
や
用
水
路
の
水

が
増
水
す
る
の
で
子
ど
も
た
ち

を
近
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
危
険
な
川
辺
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
た
ら
進
ん
で
や

め
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

一
人
ひ
と
り
の
細
心
の
注
意
に

よ
り
、
水
の
事
故
は
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

て
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

消 防 署

水
の
事
故
を
な
く
そ
う

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
で
き
る
こ
と

松
枝
小
P
T
A
校
外
委
員
会
の
普
通
救
命
講
習

「だれか、救急車を呼んでください」「1、2、3、…」と真剣な掛け
声で心肺蘇生法にうっすら額に汗をにじませながら取り組むかたがた。
これは、6月6日、松枝小学校屋内運動場で同校PTA校外委員会が

主催し、消防署職員の指導のもとに開催された普通救命講習会での様
子です。
講習会は、子どもたちのプールでの事故が万が一起きたときの応急

処置ができるようにと行われたもので、30人のかたが参加しました。
参加者のひとりは、「いざその場になったら、ひとりでやれるだろうか
心配になりますが、繰り返し練習しました。いい経験ができたと思いま
す。参加して良かったです」と言っておられました。

7月20日（海の日）のふれあいタイムでも普通救命講習が開かれる
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大
豆
は
「
畑
の
肉
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
大
豆
と
い
え
ば
和
風
の

料
理
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
意
外
と
洋
風
の
料
理
に
も
合
い

ま
す
。
今
月
は
大
豆
が
苦
手
な
お
子

さ
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
豚
肉
は
一
口
大
、
じ
ゃ
が
い
も
は

角
切
り
、
玉
ね
ぎ
は
く
し
切
り
、

に
ん
じ
ん
は
い
ち
ょ
う
切
り
に
す

る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
豚
肉
を

炒
め
、
次
に
玉
ね
ぎ
を
加
え
て
し

ん
な
り
す
る
ま
で
よ
く
炒
め
る
。

③
②
に
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
、

水
を
加
え
て
煮
込
み
、
し
ば
ら
く

し
た
ら
水
煮
大
豆
を
加
え
て
さ
ら

に
煮
る
。

④
材
料
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
調

味
料
を
加
え
て
弱
火
で
五
分
位
煮

込
む
。（
酸
味
を
よ
く
飛
ば
す
こ

と
）

⑤
最
後
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
加
え

る
。

トールペイントとは、アクリル絵の具を使って木に絵を
描くことです。
花や人形・動物などを楽しく描くことができます。絵に

自信がないかたでもステキに描けます。
是非、サークルに入って一緒に描く楽しみを知っていた

だけたらと思います。
7月の夏休み期間中には、1回限りの体験教室を開きます。

興味のあるかたは、ご参加ください。
【活動日】毎月第2・第3火曜日　午後1時～3時
【場　所】総合会館
【連絡先】無動寺　柿崎きく宅（�387・0817）

ポークビーンズ
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アクリル絵の具で楽しく描く

トール・ハウス　DIMANCHE
ディマンチェ

著者　スーザン・クーパー
発行　学習研究社

夏休みにコーンウォール地方の町
を訪れた3人は、滞在している古い
屋敷の屋根裏部屋から700年前に書
かれたアーサー王伝説をめぐる秘密
の古文書を発見する。歴史と伝説の
世界が現代の子どもたちと結びつい
て繰り広げられる冒険サスペンス。

コーンウォールの聖杯

〔中央公民館〕

著者 ローレン・チャイルド
発行 フレーベル館

おにいちゃんのチャーリー
は、ときどきいもうとのめんど
うをみなければなりません。
でもそれは、たいへんなこと。
なぜって…。「あたし、たべ
ないからね。まめもにんじん
もじゃがいもも、きのこもスパ
ゲッティも…」いもうとはすき
きらいがはげしいんです。

ぜったいたべないからね

〔下羽栗会館〕

著者　NHK出版　編
発行　日本放送出版協会

「ありがとう。あなたに会
えてよかった」愛と感謝の一
行に、涙と感動の声が広が
る！
しみじみと、人生の伴侶の
万感の想いがラブレターにあ
ふれています。

夫から妻へ・妻から夫へ
60歳のラブレター

〔松枝公民館〕

▲下羽栗保育所

豚肉 ･････････････････60g
水煮大豆 ････････････160g
じゃがいも ･････････中1個
玉ねぎ ･････････････中1個
にんじん ･････････中1/5本
グリンピース ･････････20g
トマトピューレ ･･･････80g
トマトケチャップ ･････70g
ウスターソース･･･大さじ3/4
塩 ･･････････････････少々
こしょう ････････････少々
砂糖（上白）･･･････大さじ1
コンソメ（顆粒）･･･小さじ1
サラダ油 ････････････適宜

〈材料〉 4人分
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笠
松
小
に
赴
任
し
た
四
月
一
日
の

朝
六
時
五
十
分
、
ラ
ジ
オ
岐
阜
で
同

校
の
四
年
生
の
女
の
子
の
「
私
の
サ

ク
ラ
ソ
ウ
」
と
い
う
朗
読
が
流
れ
ま

し
た
。
少
し
長
い
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
引
用
し
ま
す
。

き
ょ
年
の
十
一
月
ご
ろ
、
学
校
で

一
は
ち
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
な
え
を
植

え
ま
し
た
。
私
は

「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
っ
て
、
ど
ん
な
色

の
花
を
咲
か
せ
る
の
か
な
。」
と
楽

し
み
に
思
い
な
が
ら
、
毎
日
水
や
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
日
の
夜
、
外
に
出
る
と
、

雪
が
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

か
な
。」
私
は
、
心
配
に
思
い
な
が

ら
も
、
も
う
お
そ
か
っ
た
の
で
、
ね

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
の
朝
、
外
は
、
辺
り
一
面
雪
げ

し
き
で
し
た
。
私
は
す
ぐ
サ
ク
ラ
ソ

ウ
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

小
さ
な
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
上
に
も
、
雪

が
ど
っ
さ
り
つ
も
っ
て
い
て
、
葉
っ

ぱ
が
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
と
っ
さ
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
雪
を

は
ら
い
落
と
す
と
、
一
は
ち
も
っ
て

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
所
ま
で
走
り
ま
し

た
。「お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
の
サ
ク
ラ

ソ
ウ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
私
は
聞
き
ま

し
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
サ
ク
ラ

ソ
ウ
は
、
冬
に
強
い
花
だ
か
ら
、
じ

き
に
葉
っ
ぱ
が
、
キ
ン
キ
ン
に
元
気

に
な
る
か
ら
。」

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
う

い
っ
て
も
ら
っ
て
や
っ
と
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
は
、「
早
く
元
気
に

な
っ
て
ね
。」
と
声
を
か
け
な
が
ら

大
切
に
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
…

（
以
下
省
略
）…

「
私
は
と
っ
さ
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の

雪
を
は
ら
い
落
と
す
と
、
一
は
ち
も

っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
所
ま
で
走
り

ま
し
た
。」
の
所
を
読
ん
で
い
る
と
、

こ
の
子
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
よ
う
に
け

な
げ
で
凛
と
し
た
姿
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
す
。

笠
松
小
で
は
三
つ
の
自
慢
の
一
つ

に
、「
ね
ば
り
強
く
生
き
物
の
世
話

を
し
ま
す
。」
が
あ
り
、
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
に
一
人
一
鉢
が
あ
り
ま

す
。こ

の
「
私
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
以
外

に
も
十
二
人
の
子
の
朗
読
が
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
に
行
っ
て
、
そ
の

原
稿
を
読
む
と
、

「
わ
す
れ
な
い
よ
」

「
命
の
大
切
さ
を
知
っ
た
日
」

「
あ
り
が
と
う
伏
屋
先
生
」
と
か
、

ど
れ
も
が
素
晴
ら
し
い
、
心
打
つ
作

文
ば
か
り
で
し
た
。

道
徳
の
研
究
校
と
し
て
、
三
つ
の

自
慢
を
高
く
掲
げ
て
き
た
笠
小
の
子

だ
か
ら
書
け
る
原
稿
。
自
分
に
と
っ

て
も
四
月
一
日
は
と
て
も
良
い
笠
松

小
の
子
と
の
出
会
い
に
な
り
ま
し

た
。皆

で
育
て
た
笠
松
小
の
道
徳
。
道

徳
の
授
業
を
中
核
に
し
て
、
心
が
育

つ
取
り
組
み
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

笠
松
小
学
校

校
長

丹
羽
利
国

四
月
一
日
の
朝
の
ラ
ジ
オ
放
送

笠
松
町
道
徳
教
育
連
絡
会
議

小学6年生のAさん、今年の夏休みはどんな工作にしよう
かと、学校から配布されたプリントを見て、迷っています。
そこへ、父親がきて、

「A男は、電車を見たり乗ったりすることが好きだから、電
車を作ったらどうかな。」
とアドバイスをしています。
すると、A男はこんな電車が作ってみたいと、近くにあ

った広告の紙の裏に作ってみたい電車を描き始めます。し
かし、電車の大まかな形は分かるのですが、窓や自動ドア、
電灯等の細かな部分、そして、車輪の様子が分からないた
め、うまく描くことができません。
「お父さん、ここのところがよくわからん。電車見たいな。」
そこで、父親は、

「じゃあ、お父さんと一緒に駅まで電車を見に行こうか。」
と言うと、A男は、また何枚かの広告の紙と色鉛筆を準備
しはじめました。
A男と父親が駅まで歩く途中は工作についての会話がは

ずみます。窓や電灯、自動ドアの位置や数もはっきりしま
した。車輪は、前後に4つずつ、合計8つあることや、パン
タグラフやいくつかのタンクもあることにも気付き、絵に

することができました。
その後、A男は夏休みに入る前から厚紙や接着剤等を準

備し夢中になって製作し始めます。
また、父親が問いかけます。

「よくできているが、何か一つアイデアを加えるといいぞ。」
と話すと、A男は、

「動くドアにしたいけど。」
とつぶやき、さっそくカッターナイフを駆使しながら、

動くドアを作り始めます。父親はすぐに手を取り、教えよ
うとはしません。できるだけA男に任せるように、見つめて
います。そして、ドアとドアを紐

ひも

でつなぎ片方の紐を引っ
張ることによって、ドアが開閉する電車を作り上げたので
す。
出来上がった電車には、ひごで作ったレール、行き先が

描いてある板までが取り替えができるように、いくつもの
工夫がなされていました。
完全学校週5日制になり3カ月が経過しました。休日、家

庭内でのちょっとした会話をきっかけに、子どもの夢が膨
らんでいきます。

教育電話相談
～悩んだら気軽に電話してください～
羽島郡四町教育委員会　�2 4 5・1 1 3 3

教育委員会だより
－夢が膨らむ夏休み－



次
の
日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

【
告
示
日
】
7
月
2
日
�

【
選
挙
の
日
】
7
月
7
日
�

【
立
候
補
届
出
受
付
日
時
】

7
月
2
日
�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
受
付
場
所
】

役
場

第
1
会
議
室（
2
階
）

※
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
は
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
役
場
総
務

課
）に
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】
養
護
施
設
に
入
所
中
の

児
童
で
、
夏
期
の
帰
省
時
に
も
帰
る

家
庭
の
な
い
児
童
に
、
家
庭
の
暖
か

さ
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
か
た

【
里
親
を
お
願
い
す
る
期
間
】

8
月
3
日
�
〜
5
日
�

【
申
込
み
】
7
月
10
日
�
ま
で
に
福

祉
健
康
課
へ

農
作
物
を
ヌ
ー
ト
リ
ア
・
カ
ラ
ス

な
ど
の
野
生
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
に

捕
獲
す
る
に
は
、
町
の
鳥
獣
捕
獲
許

可
が
必
要
で
す
。

野
生
鳥
獣
を
許
可
な
く
捕
獲
し
た

場
合
は
、
鳥
獣
保
護
法
違
反
と
な
り

罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
は
許
可
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
開
設
期
間
】

7
月
10
日
�
〜
8
月
31
日
�

【
開
場
時
間
】

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

【
休
場
日
】
7
月
15
日
�

【
入
場
料
】

・
高
校
生
以
上
2
0
0
円

・
中
学
生
以
下

5
0
円

※
60
歳
以
上
の
町
民
の
か
た
が
使
用

さ
れ
る
場
合
は
無
料

◆
お
願
い

周
辺
道
路
に
は
、
駐
車
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
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中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111

笠
松
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

町
選
挙
管
理
委
員
会（

内
線
2
2
5
）

「
三
日
里
親
」
募
集

福
祉
健
康
課
（
内
線
2
6
0
）

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

7
月
10
日
（水）

中
央
公
民
館

【採用予定人員】事務職員　1名
【受験資格】

【採用】平成15年4月1日
【申込期間】7月1日（月）～31日（水）
【申込方法】役場総務課に申込用紙がありますので、必要

事項を記入のうえ提出してください。
【申込・照会先】役場総務課（内線222・223）

【試験日時・場所・方法】

区分

年齢
要件

第1種（大学卒業程度） 第2種（高校卒業程度）

昭和52年4月2日から
昭和56年4月1日まで
に生まれたかた

その他

区　　分 第 1 種・第 2 種

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

8 月28日（水） 午前 9 時

役　　　　　　　　　場

作文試験・集団討論試験・適正検査および体力検査

9 月22日（日） 午前 9 時

県立岐南工業高等学校

教養試験・事務適正検査

10 月　中　旬　予　定

役　　　　　　　　　場

口　　述　　試　　験

第
1
次
試
験

①

②

（
第
1
次
合
格
者
の
み
）

第
2
次
試
験

・日本国籍を有するかた
・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）でない
ことやその他公務員として法律的に欠格事項がない
かた

昭和56年4月2日から
昭和60年4月1日まで
に生まれたかた

町 職 員 を 募 集野
生
鳥
獣
の
捕
獲
に

は
許
可
が
必
要
で
す

環
境
経
済
課
（
内
線
2
5
3
）

駐車場の案内

運
動
公
園

町
民
プ
ー
ル

駐車場

N 長池
町民グランド



中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
奇
数

月
に
1
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た

が
た
に
よ
る
「
お
は
な
し
か
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
楽
し
い

お
話
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
7
月
7
日
�

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
茶
華
道
室

町
で
は
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
家
庭
教
育
シ

リ
ー
ズ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
3
回
目
は
、
次
の
よ
う
に
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

【
月
日
】
7
月
19
日
�

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
15
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
集
会
室

【
講
座
内
容
】

「
子
ど
も
の
気
持
ち
に
向
き
合
っ
て
」

講
師

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
学
部
教
授

田
中
ま
さ
子

氏

【
月
日
】
8
月
18
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
〜

【
場
所
】
緑
地
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
種
目
】

①
一
般
男
子
の
部（
高
校
生
以
上
）

②
一
般
女
子
の
部（
高
校
生
以
上
）

③
中
学
生
男
子
の
部

④
中
学
生
女
子
の
部

育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）へ

【
月
日
】
8
月
18
日
�
・
25
日
�
、

9
月
1
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜

【
場
所
】
町
民
米
野
運
動
場

【
参
加
資
格
】
町
内
会
単
位
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム（
町
内
在
住
の
か
た
20

人
以
内
）で
1
町
内
3
チ
ー
ム
ま
で

【
申
込
み
】
7
月
23
日
�
ま
で
に
町
体

育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）へ

◎
組
合
せ
抽
選
会

【
月
日
】
8
月
1
日
�

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
〜

【
場
所
】
中
央
公
民
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
の
子
育
て
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー

ト
し
よ
う
と
、
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
が
遊
び
を
と
お
し
て
ふ
れ
あ
う

場
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

の
場
と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開

催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
7
月
25
日
�

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
11
時

【
場
所
】
松
枝
公
民
館
和
室

【
対
象
者
】
3
歳
未
満
児
と
そ
の
保

護
者

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
第
一
保
育
所
内
）へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

勤労者体育センターと松枝小学校屋内運動場の改修工事を実施しますので、
7 月 1 日�から 8 月31日�の間は、使用できなくなります。
には大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

15

「
お
は
な
し
か
い
」の
ご
案
内

中
央
公
民
館

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
講
座
③

中
央
公
民
館

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
体
育
協
会
事
務
局

体育施設の利用抽選会
運動場、テニスコート（8月分）

【月　日】7月25日�
【時　間】午後7時30分～
【場　所】中央公民館

子
育
て
サ
ロ
ン「
親
子

で
遊
ぼ
う
」を
開
催

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
3
8
7
・
2
6
6
4

【
申
込
み
】
8
月
12
日
�
ま
で
に
町
体

利用者の皆さん
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岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
雇
用
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

か
た
を
対
象
に
、
就
業
を
目
的
と
し

た
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会（
�
2
4
9
・
0
2
2
8
）ま

た
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店
で

は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
っ
て
収

入
が
減
少
し
た
り
、
転
退
職
や
病

気
・
け
が
な
ど
で
収
入
が
減
少
し
て

公
庫
へ
の
ご
返
済
で
お
困
り
の
か
た

を
主
な
対
象
と
し
て
、
住
宅
金
融
公

庫
の
返
済
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

【
月
日
】
毎
週
日
曜
日

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
直
接
面
談

【
場
所
】
住
宅
金
融
公
庫
名
古
屋
支

店
1
階
相
談
コ
ー
ナ
ー（
名
古
屋
市

千
種
区
新
栄
3
の
20
の
16
）

※
電
話
相
談
も
開
設

放
送
大
学（
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
平
成
14
年
度
第
2
学
期
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
、
幅
広
い
分
野
を
自
宅

で
学
べ
る
通
信
制
大
学
で
、
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
募
集
学
生
】

教
養
学
部（
全
科
履
修
生
、
選
科
履

修
生
、
科
目
履
修
生
）

【
募
集
期
限
】
8
月
15
日
�

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
放
送

大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー（
岐
阜
市

薮
田
南
5
の
14
の
53

県
民
ふ
れ
あ

い
会
館
内

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1

2
0
・
8
6
4
・
6
0
0
）へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
募
集
要

項
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

第 16 回 長 良 川 薪 能
～伝統芸能の夕べ　幽玄の舞～

【月　日】8月2日�
【時　間】午後5時開場／午後5時30分開演
【場　所】岐阜グランドホテル前河原（雨天増水時は中止）
【入場料】無料
※詳しくは、岐阜市総合企画部文化・生涯学習課（�265・
4141）または、�岐阜青年会議所へおたずねください。

8 20（火）

7 22（月）～8 9（金）

中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111

技
能
講
習
受
講
者
募
集

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
3
8
7
・
5
3
3
2

住
宅
金
融
公
庫
の
返
済
相
談

住
宅
金
融
公
庫

名
古
屋
支
店

�
0
5
2
・
2
6
3
・
2
9
0
0

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

�
2
6
3
・
9
6
1
4

内　容

講習期間

講習会場

募集定員

受 講 料

パソコン

8月20～29日のう

ちの8日間

岐阜商工会議所

オフィス

クリーニング

8月19～30日のう

ちの6日間

サンワーク大垣ほか

20人程度

無　　料

旅館業務

アシスタント

9月2～10日のう

ちの7日間

ホテルパーク

抽選日

発売期間

サマージャンボサマージャンボ

※宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい街づくりに使われています。



※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部
各
務
原
事
務
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一 般 曹 候 補 学 生

曹 候 補 士

2 等 陸 ・ 海 ・ 空 士

航 空 学 生

看 護 学 生（ 陸 ）

防 衛 大 学 校 学 生

防衛医科大学校学生

自 衛 隊 生 徒

2年で小部隊の指揮官
コース

小部隊の指揮官コース

契約更改コース
特別退職金制度

海・空のパイロットコース

国家資格を取得しての
看護コース

学士号を取得しての
指揮官コース

医師免許を取得しての
医官コース

高卒資格を取得して
小部隊の指揮官コース

男女

男女

男
女

男女

男女

男女

男女

男

18歳以上
24歳未満

18歳以上
27歳未満

18歳以上
27歳未満

18歳以上
21歳未満

18歳以上
24歳未満

18歳以上
21歳未満

18歳以上
21歳未満

15歳以上
17歳未満

8／5～9／6

1次試験前日まで
8／5～9／6

8／5～9／6

9／12～10／11

推薦
9／5～9／9

一般
9／12～10／11

9／12～10／11

11／5～1／7

9／16

9月中旬
9／25

9／21

10／22

9／22～23

11／9～10

11／2～3

1／11

インターネットで
「防災情報」を提供

県では、インターネット・携帯電話を使って
「川の防災情報」や「土砂災害警戒情報」をリ
アルタイムで提供しています。
是非、ご利用ください。

【川の防災情報】予警報情報・雨量情報・河川
水位情報・レーダー雨量情報・ダム情報・排水
機場稼働状況情報
［インターネット］http://www.kasen-pref.gifu.jp
［i-mode EZweb J-Sky］
http://www.kasen-pref.gifu.jp/h
【土砂災害警戒情報】雨量情報・土砂災害警戒
情報
［インターネット］http://www.sabo-pref.gifu.jp
［i-mode EZweb J-Sky］
http://www.sabo-pref.gifu.jp/h
【問い合わせ先】
県河川課　�272・1111
岐阜建設事務所　�264・1111

相談日：月曜日～金曜日（9：30～12：00／13：00～16：40）
（祝日を除く）

弁護士相談日：毎月第2・4・5水曜日（13：00～16：00）
（予約制・相談無料・要面談）

※専門の相談員がご相談に応じます。
※損害保険一般のご相談も受付します。

岐阜自動車保険請求相談センター
�日本損害保険協会名古屋支部
http://www.sonpo.or.jp �263・7001
岐阜市吉野町6－14 三井生命岐阜駅前ビル7階
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自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部
各
務
原
事
務
所

�
0
5
8
3
・
8
3
・
5
1
1
8

募集種目 受験資格 受付期間 1次試験

人間の モラルで磨く 大自然

岐阜県第 4回「ごみ対策」川柳コンテスト最優秀賞作品

交通事故に
あって

困った時、困った人の
ご相談に…

交通事故に
あって

相談無料

JR岐阜駅

JR東海道本線←大垣
名古屋→

濃飛
ニッセイビル

大同生命ビル

問
屋
街

問
屋
街 グラン

パレビル

神田町

新岐阜

名
鉄
本
線

犬山→

三井生命
岐阜駅前ビル

吉野町
市営駐車場ビル

十六銀行

平
和
通
り

真
砂
町
通
り



4 5 6
1 12 13
8 19 20
52627

金 土

今月の納税・納付
固 定 資 産 税 第 2期

国民健康保険税 第 4期

介 護 保 険 料 第 4期

納期限 7 月31日�

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

可燃物（松・下）
紙製容器包装（松）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）
紙製容器包装（下）

各種相談は次の皆さんへ

行政相談、人権相談は自宅で応じています。
いずれの相談も秘密は固く守られますのでお気軽にご相談ください。

行政相談 行政相談委員

人権相談 人権擁護委員

加藤司郎 県町105 �387・2793

栗本幸一 東宮町30 �388・0553
齋藤好子 中川町20 �387・0812
後藤 稔 北及1183 �388・1495
杉原貴子 中野256 �388・1496

私たちが生きていくために欠くことのできない血液は、人工
的に作りだすことができません。また、血液は生きた細胞から
できているため、長時間にわたって保存することもできません。
輸血などに必要な血液を十分に確保しておくためには、皆

さんの献血が必要となります。是非皆さんの温かいご協力を
お願いします。

また、県では、12月31日ま
での間に献血にご協力いただ
いたかたのなかから抽選で18
人に北海道研修旅行を、60人
に県産品をプレゼントしてい
ます。詳しくは、各献血会場
でおたずねください。

堤防は洪水から生命と財産を守り、河川敷は憩いの場とな
ります。
昨年1年間に当事務所が木曽三川で集めたゴミは、約1,200k

にのぼっています。

家庭ゴミ、粗大ゴミなどの不
法投棄、菜園、植樹などの不法
使用は公共の利用を妨げ、みん
なの迷惑となります。
川のルールを守って、川を

きれいに大切に使いましょう。

国土交通省 木曽川上流工事事務所

いこ
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日 月 火 水 木

放
置
自
動
車
・
路
上
駐
車
・
不
法
占
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

July

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館

町民卓球大会
9:15～ 総合会館

8:45～
勤労青少年運動場

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

パパママスクール（分娩編）
9:20～9:30

福祉健康センター
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30 総合会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

献血
9:00～ 10:30 （株）オーツカ
11:00～ 12:00 中部ロワイヤル
13:00～ 16:00 ギフメン（株）
胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30 福祉会館

身体障害者相談
10:00～12:00 福祉会館
町民軟式野球大会
8:45～

勤労青少年運動場

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館
行政相談
13:00～15:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30 福祉会館

町民軟式野球大会
8:45～

勤労青少年運動場

家庭の日

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

7月

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など

可燃物（笠）

可燃物（松・下）

可燃物（笠）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠）

可燃物（笠）
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
は
7

月
11
日
〜
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
7
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
9
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

5
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

5
月
26
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

浅
野
千
春
、
杉
山
美
雪
、
長
谷
川
夕
子

広
報
ク
イ
ズ

まちの人口
平成14年6月1日現在

人 口 22,058人
男　　10,657人

女　　11,401人

世帯数

7,355世帯

笠
松
は
、
か
つ
て
木
曽
川
沿
い
の

最
大
の
川か

わ

湊み
な
と

と
し
て
、
交
通
・
運
輸

の
重
要
な
拠
点
で
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
笠
松
と
桑
名
を
結

ぶ
十
里
の
水
運
は
産
業
発
展
の
た
め

大
い
に
役
立
ち
、
特
に
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
は
、
伊
勢
方
面
と
の
行

き
来
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
湊み

な
と

は

岐
阜
・
美
濃
な
ど
へ
送
る
塩
・
魚
・

石
炭
、
伊
勢
・
尾
張
な
ど
へ
送
る

米
・
木
竹
類
な
ど
を
荷
揚
げ
す
る
人

た
ち
で
大
変
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

笠
松
渡
船
場
跡
に
は
、
荷
物
を
た

く
さ
ん
積
ん
だ
大
八
車
が
行
き
来
し

た
石
畳
が
、
今
で
も
残
っ
て
お
り
、

ま
た
資
料
館
に
は
、
笠
松
湊み

な
と

の
模
型

や
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
、

当
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
曽
川
笠
松
渡
船
場
跡
・
石
畳
は

昭
和
四
十
二
年
に
県
重
要
文
化
財

（
史
跡
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成13年7月12日生

山内　純・征恵さんの子

木
曽
川
笠
松
渡
船
場
跡
・
石
畳

前月比

（ 3）

（△16）

（ 19）

（△ 2）

町歴史民俗資料館　�388・0161

裕
ゆ う

貴
き

くん（北及）

「
上
手
に
で
き
た
ね
。」

短
冊

た
ん
ざ
く

や
星
、
ス
イ
カ
な
ど
親
子

で
い
っ
し
ょ
に
飾
り
付
け
を
し
た

笹
か
ざ
り
を
持
っ
て

「
ハ
イ
、
ポ
ー
ズ
!!
」

（
6
月
6
日
、

児
童
館
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
ろ
ば
よ
り
）

表

紙

お知らせ
資料館では、企画展「世界最大を競う虫たち
が笠松へやってきた」を7月30日（火）～9月16日
（月）まで開催します。是非お出かけください。


